
ぼくたちは、日本丸の横にある、
横浜みなと博物館にいき、学芸員の
奥津さんに案内してもらいました。
普
ふ

段
だん

見ることのできない裏
うら

側
がわ

に入る
と、巨

きょ

大な書庫があり、そこには約 2万
5千冊

さつ

の本がありました。それらの本は
みなと博物館に勤

きん

務
む

している学芸員
の人が、読み、新たな資料を見つけ、
展
てん

示
じ

するためにあります。学芸員の人
は今ある2万5千冊の本をほぼ読んで
おり、その内容が頭に入っているとい
います。ぼくも本が好きで 200冊以上
は読んでいるのですが、どんな内容
だったか忘

わす

れてしまうこともあります。
学芸員の人はすごいと思いました。
その他、おどろいたことは、掃

そう

除
じ

を
する人のことです。とても広い博物館
なのに2人で掃除してしまうというの
です。今回の取材で博物館の裏側な
ど、貴

き

重
ちょう

な場所をみせてもらい、とて
も楽しかったです。この貴重な体験を
広め、横浜みなと博物館のよさをたく
さんの人に伝え、たくさんの人に来て
もらいたいと思いました。

(2018.8.25)

ランドマークタワーは、72階まで
あって、オフィスやショッピングモー
ル、展

てん

望
ぼう

台、ホテルなどがあります。こ
のビル内のオフィスでは、約 1万人も
働いている人がいると聞いて、とても
びっくりしました。今回一番気になっ
たのが、安全についてです。地

じ

震
しん

や火
事、事故、台風などの対

たい

策
さく

はどうやっ
ているのかな、とてもたくさんの人が
訪
おとず

れるビルでは、どんな工夫をして
守っているのかなと思いました。ま
ず、防災センターではモニターで、事
故などが起きていないか交代で確
認
にん

しています。さまざまなところに防
犯カメラが置いてありました。

その防犯カメラの映
えい

像
ぞう

をたくさん
のモニターでいつも見ているそうで
す。そして、夜になると全部の扉

とびら

に
鍵
かぎ

をかけてパッシブセンサーという
もので、動きを感じたら、人が入った
ということで反応があり、すぐにかけ
つけられるようになっています。火事
の時には、火災探

たん

知
ち

機が 3つのレベ
ルで知らせてくれます。もし、火事が
広がってしまったら、シャッターを
閉
と

じて防ぎます。
さらに、ランドマークタワーは、強
風で揺

ゆ

れてしまう、ということを知り
ました。そのため、ランドマークタ
ワーの屋上70階には大きな振

ふ

り子が
対角線にそって2つあります。その重
さは1つ170ｔもあるそうです。ランド
マークタワーが揺れると、反対方向
に振り子を揺らし、バランスをとる
のです。                        (2018.9.19)

みなとみらい熱供給とは、みなと
みらいの地

ち

域
いき

ほとんどの建物に冷
暖
だん

房
ぼう

に使う蒸
じょう

気と冷水を送っている
会社です。地域導管という管がみなと
みらいの地下を通っていて、その管を
使って社内で作った蒸気と冷水をみ
なとみらいの建物に届

とど

けています。
熱供給では、ガスや電気を使った

さまざまな方法で、蒸気と冷水が作ら
れていますが、その中から2つ紹介し
ます。冷房では、普通の水なら凍

こお

って
しまう温度でも、凍らない特別な液体
を使って、水を冷す方法。暖房では、
ボイラーという、大きなやかんのよう
な機械でガスを燃やし、400度近くの
熱い蒸気を作る方法などがあります。
建物で使い終わり、水に戻

もど

ってしまっ
た蒸気と、ぬるくなった冷水を回収し
ボイラーや冷凍

とう

機で蒸気、冷水に戻
します。冷暖房がこんな風に作られて
いることを知っていましたか？冷房・
暖房を使うとき、少し熱供給の事を思
い出してみてください。(2018.10.17)

2020年で創
そう

業
ぎょう

100年を迎えるとい
う、横浜銀行の本店に行きました。横
浜銀行は大きな統合がないまま、こ
こまで成長してきたそうです。銀行に

は主に 3つの仕事があります。お金を
預かる、貸し出す、の 2つは知ってい
ましたが、3つめのお金を送るという
仕事は知りませんでした。このお仕事
のおかげで私たち利用者は ATMで
遠い人にお金を渡

わた

すことができます
し、また大金を手渡しで渡す必要が
なくなりました。お給料はこの ATMを
つかって、大方渡されるので、不可欠
で社会のしくみを担

にな

う大切な仕事だ
と思いました。
ところで、銀行のトップの役

やく

割
わり

の
方々を「頭

とう

取
どり

」と呼
よ

ぶ理由は知ってい
ますか？頭取と呼ばれるようになった
のは、2つの説があります。雅

が

楽
がく

の演
奏における、主席演

えん

奏
そう

者を称
しょう

する
「音

おん

頭
ど

取り」に由来する説と、「筆
ひっ

頭
取
とり

締
しまり

役」の略
りゃく

称
しょう

に由来する説です。銀
行はお金が生まれてからずっと不可欠
で、名称は違

ちが

えども存
そん

在
ざい

してきました。
本店の前には、ひときわ目を引く高
田洋一さんの「水面の鳥」という赤い
作品があります。なんとこの彫

ちょう

刻
こく

、風
を受けるとゆっくり回転するしくみで
す。ぜひ一度これを見に行って、歴史
ある横浜銀行の本店に足を踏

ふ

み入れ
てみましょう。ビル内にある大きな水
時計は美しくて、つい長い間見てしま
います。私のオススメです。

(2018.10.3)

グランモール公園で行われた「み
なとみらい縁市」に行ってきました。
「陶

とう

磁
じ

器
き

工
こう

房
ぼう

器
き

楽
らく

」では、電動ろく
ろ体験コーナーがあり、ジュニア記者
の 1人が代表で体験しました。お店の
方がやっているのを見るとかんたん
そうに見えましたが、ジュニア記者に
はとても難

むずか

しそうでした。売っている
物も作るのがとても難しそうでした。
猫
ねこ

や人形のかわいいはしおきがあ
り、猫のうらにはそれぞれの名前がつ
いていて「トトロ」の様な色をした子

の名前は「トトロ」ミケネコは「ミケ」と
いうかわいい名前がついていました。
キッチンカーで参加している「から

あげ専
せん

門
もん

店すごいっ手羽」は夫婦で
お店を営んでいました。からあげのこ
ろもは、カリッとしていて、中はとても
ジューシーで言葉で全てを表わせな
い程おいしいと言うより、完

かん

璧
ぺき

なから
あげでした。
最後に取材したのがバンザイ LIFE

というバンドです。なんとメンバー
は、ブレーメン商店街で働いている
人々なんです。今回の縁市では、「ブ
レーメン音頭」、「パターン」などの曲
を歌っていました。どの曲も聞いてい
てとても楽しいです。
　今回、私は縁市に行って、みなと
みらいのことをより知ることができて
うれしかったです。            (2018.12.1)

横浜美術館に取材にいき、普段は
みることのできない特別な部屋を見
せてもらいました。
一つ目は、中央監

かん

視
し

室です。ここで
は 24時間 365日、館内の警

けい

備
び

や、温
度や湿

しつ

度の管理をしているそうです。
美術品に「最適な温度は22度くらい、
湿度は 55％くらいだと教えてもらい
ました。もし停電になっても 10時間く
らいまでは自家発電ができるそうで
す。横浜美術館では、いままでに一度
も作品を盗

ぬす

まれたことがありません。
それはきちんと管理されているから
だと思います。
二つ目は美術品の搬

はん

入
にゅう

口です。美
術品を積んだトラックから、展

てん

示
じ

室や
保管庫へ、安全でスムーズな移動が
できるしかけがたくさんありました。
たとえば、トラックの荷台の高さまで
大きなリフトが移動し、美術品をス
ムーズに乗せることができる、などで
す。そのほかにも美術に関する 11万
さつもの蔵

ぞう

書
しょ

がある図書館や、一般
の人が美術を学ぶためのアトリエを
見学しました。
今回、本当は入ることができない
場所をたくさんみせてもらって、とて
もうれしかったです。とくにこの美術
館がみなとみらいで一番古い建物だ
と言うことにびっくりしました。

(2018.11.24)

MMジュニア編集局

2018年８月からスタートした、ＭＭジュニア編集局の記者たちが、はじめて取材して、記事を書きました。

すべての記事はのせられないので、抜
ばっ

粋
すい

になります。ウエブサイトからすべての記事がみられます→→→

記事：角田 和瑛

「横浜みなと博物館」にたくさん
の人に来て欲しい！

記事：山本 未來

みんなのシンボルランドマーク
タワー

記事：中沢 璃帆

ゆかいな縁
えにし

市
いち

記事：出口 遼馬

熱供
きょう

給のひみつ 記事：村田 こころ

街のシンボル『横浜美術館』

記事：橋本 みなみ

横浜銀行のすすめ

http://mmjr.minicity-plus.jp/
MMジュニア編集局ウェブサイト

MMジュニア編集局

FMヨコハマは、1985年 12月 20日
に誕生したラジオ局で、朝 6時から
夜の11時まで、みなとみらいのラン
ドマークタワーの中にあるスタジ
オから、生放送をしています。その
生放送をしているスタジオを取材
する貴重な体験をすることができ
ました。FMヨコハマは、泰

はだ

野
の

市の大
山というところにアンテナを置き、
電波をとばしていて、横浜だけでな
く、神奈川エリアを中心に、栃木県
や埼玉県までも届いています。
今回私たちは、15時から19時まで、

生放送中の「Tresen」を見学させてい
ただきました。DJの植松さんとさん
まさんのお嬢

じょう

様の IMALUさんが生
放送しているところと、ニュース
キャスターがニュースを伝えてい
るところを見ることができました。
植松さんと IMALUさんがお話をす
ごくなめらかにしていたので、感心
しました。また、毎朝ラジオで聞い
ているニュースをニュースキャス
ターが話しているのを間近で見る
と、耳に聞こえてくるだけではなく
スタジオで原

げん

稿
こう

を読んでいるキャ
スターも目で見えて、いつもとは
違った聞こえ方でした。
他にも、6万枚もある CDライブラ

リーや、録音するちいさめのスタジ
オや、番組を編集をするスタジオも
見ることができ、実際にスタジオの
中にはいり、ヘッドフォンをつけ
て、写真も撮

と

るという、貴重な体験
もできました。本当のスタジオで取
材をすることができ、これからは
もっと楽しく聞くことが出来そう
です。                                 (2019.1.15） 

ＦＭヨコハマは、1985年、12月に
生まれたラジオ局です。基本的に、

朝～夜の 24時間、日曜日の夜中を
除
のぞ

いて、ずっと放送しています。
ＦＭヨコハマは、「大山送信所」から
ラジオの電波をとばしています。総
務省から放送免

めん

許
きょ

をもらって、神奈
川県を中心にラジオ放送をとどけ
ています。放送は、神奈川県だけで
なく、関東全

ぜん

域
いき

までギリギリとどい
ています。
ぼくは、最近ラジオをきいていま
す。今回取材して、ラジオをもっと
聞きたくなりました。   (2019.1.15) 

富士通エフサスは、サービスや技
術を提供する会社です。ICT（Iはイン
フォメーション（情報）Ｃはコミュ
ニケーション（通信）、Tはテクノロ
ジー（技術）という意味）をつかっ
て、将来どんなものが必要なのかを
考える会社です。
富士通エフサスではお客様がどの
ようなことを考えているかの真実を
引き出したり、それに気がついて伝
えたりするお仕事もしています。
そのような仕事をするときに、多
様性を大切にしながらコミュニ
ケーションをたくさんしたり、ワー
クショップでレゴなどをつかって、
頭の中をやわらかくしたり、整理し
たりするときもあるそうです。
昔は馬車道で、『教育』をメインの
仕事をしていました。今はここ、み
なとみらいのクイーンズスクエア
に移転しましたが、それは貿易港、
みなとみらいという雰

ふん

囲
い

気
き

に今、富
士通エフサスがやろうとしている
ことが、合っていたからです。会社
らしく見えない、家の居間のような
雰囲気を作ったのは、本音が自由に
言えるようにしたいと思ったから
です。この場所は、窓

まど

からよく花火
が見えたり、太陽がさんさんと入っ
てきたりして、いい場所です。

富士通エフサスのこだわりは、自
分の会社がもうかる、というだけで
はなく、みんなも自分も得するよう
に、ウィンウィンになるようにサー
ビスを提供して、お客さんが得する
ことを考えたいと思っていること
です。人が好きな人が大前提で、そ
ういう人に向いている会社だとい
うことでした。　　　　(2019.1.19)

ぼくは、アニミはすごいところ
だと思います。なぜならアニミは、
障
しょう

がいのある人がつくったパンや
アクセサリーなどを販

はん

売
ばい

して 、障が
いのある人をサポートしているか
らです。カフェ内に、横浜市の前副
市長の書いた絵がかざってあった
ことにびっくりしました。 その絵
は夕焼けのみなとみらいの景色を
描
えが

いたもので素敵だと思いました。
前副市長がアニミのやっているこ
とを応

おう

援
えん

しているということなんだ
な、と思います。
ぼくたちはお昼にいったので、み
んなでランチを楽しみました。ここ
で出しているカレーと、障がいのあ
るひとが作ったパンがおいしいの
で、ぜひ行ってみてください。 特に
ぼくは特製アニミカレーがクセにな
る美味しさでおすすめしたいです。

(2019.1.19)

ランドマークタワーのすぐ近く
にある、クロスパティオの中にあ
る、アニミというカフェに取材に行
きました。代表をしている、服部た
ろさんという、車椅

い

子
す

の方が取材に
答えてくれました。この施

し

設
せつ

では、
障がいのある人たちの作品を展示
して販売したり、作品をつくる作業
などもして、カフェの運営もしてい
ます。障がいがあってもとても元気
で僕はすごいと思いました。アニミ
のカレーはすごくおいしかったで
す。僕はとても尊

そん

敬
けい

したいと思いま
した。                                  (2019.1.19)

皆
みな

さんにとって豊かな体験とは
どのようなものでしょうか。楽し
かった体験や悔

くや

しかった体験、何か
新しいことに挑

ちょう

戦
せん

した体験、など体
験と言っても人それぞれです。けれ
ども、それらの体験を経験した後、
僕たちは必ず成長していると思い
ます。これからの未来、僕たちはどん
な豊かな体験をして行けばよいの
か、そんなことを考えた取材でした。
富士通エフサスのオフィスでは、
さまざまなイベントが開かれてい
ます。今回取材したのもその 1つで
「豊かな体験を通した学びフォーラ
ム」という学校の先生主

しゅ

催
さい

のイベン
トでした。子どもに豊かな体験して
もらうために、まずは周りの大人が
豊かな体験をしてさまざまなこと
を感じよう、というのがイベントの
目的でした。この日は多くの先生方
だけでなく、たくさんの企

き

業
ぎょう

の方々
も参加していましたが、僕たちジュニ
ア記者に気軽に声をかけてくださり、
楽しく参加することができました。
最初に心をほぐすアクティビ
ティをしました。４つのグループに
分かれ、「私、あなた」と言いながら
グループの誰

だれ

かを指してどんどん
つなげるゲームや、ストーリーに
なっている絵を一人一人が持ち、英
語だけで順番に並

なら

べるゲームなど
をしました。大人たちが小学生のよ
うな遊びを真面目にやっている姿
を初めて見て、少し驚

おどろ

きましたが、
ゲームが終わったときには自然と
参加者の距

きょ

離
り

がちぢんでいました。

太陽住建という会社の河原社長か
ら「学校教育と企業の関わり」につ
いてのお話が終わった後、全体で
ワークショップをしました。6人ほ
どのグループを作り、１つセッショ
ンが終わるごとに全員が他のグ
ループに旅立つというワールドカ
フェ形式でした。さまざまな立場の
人たちが自分、または他人の豊かな
体験について考え、それを国連で決
められた SDGs（持続可能な開発目
標）にてらし合わせました。こんな
見方もあるのか、そんなとらえ方も
あるのか、と驚きの連続でした。

 (2019.1.19）

記事：山口 あい

FMヨコハマでの貴重な体験

記事：長谷川 綾

富士通エフサスのよいところ

記事：矢吹 昊大

あにみはすごいカフェ

記事：丹治 陽貴

Cafeあにみに行きました！

記事：山本 承太郎

豊かな体験を通した学びフォー

ラム

記事：小林 廉

すごい！神奈川のＦＭヨコハマ


